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担い手対応情報 

JA 福井県経済連 担い手対策課 

平成 28年度 

当日は天気も良く、額に汗をにじませながら作業に取り組む JA職員の姿が見られました。 

吉田郡永平寺町内にて、特別栽培用米に出荷する苗作

りが 4月 20、26日の両日に行われました。 

JA 吉田郡では、自然に近い状態で水稲苗を栽培する

プール育苗を行っており、苗箱が載ったトラックから圃

場まではバケツリレーならぬ苗箱リレーが行われ、慎重

に圃場へ苗箱が並べられていきました。田んぼに水が張

られた後、発芽して緑化するまではシートを掛けて生長

を促していくそうです。 

 

転作の排水対策強化を目的としたハーフソイ

ラの実演会が、JA 福井市管内久喜津地区にて 5

月 31 日に実施されました。当日は青天の中、管

内で大豆やソバ、大麦栽培に取り組む生産者やJA

関係者が集まりました。 

始めにスガノ農機㈱の担当者より、サブソイラと

ハーフソイラの違いについて、土中の断面図写真を

用いた詳しい説明がありました。実演後には、実際

に圃場に入ってハーフソイラをひいた跡や断面を確

認したり、実演機の近くでメーカー担当者に質問し

たりする生産者の姿が見られました。 

大豆の播種前ということもあり、皆さん熱心に聞

いていました。 



 

 

JA吉田郡のタマネギ収穫祭が 5月 14日に Lpaにて、15日はれんげの里にて開催されました。 

販売されたのは、昨年 10～11月に定植された「ジェットボール」という極早生品種。タマネギの年間供

給に向けて、ＪＡ吉田郡管内で初めて極早生品種栽培に取り組まれたそうです。店頭には約 1 kgずつネッ

トに入れられたタマネギが、S～2Lサイズに分けて並べられ、購入客は販売員からオススメの調理法を聞く

など会話を楽しみながら買っていく姿が見られました。 

JA吉田郡指導開発課の南部主任は TAC歴 1年目（営農指導員兼務）、吉田郡の地域振興作物の 1つで

あるタマネギを担当されています。 

－ どのような相談をよく受けますか？ 

営農指導員との兼任なので、水田園芸のタマネギ栽培についてなど営農関係が多いです。また、平成

30年の減反補助金の廃止を見据えて、水稲の代わりになる作物はないかという相談をよく受けます。 

－ 訪問の際に心がけていることは？ 

明るく、元気に話すことを心がけています！ 

－ タマネギ栽培に取り組み、どのように感じましたか？ 

  水稲と違い、園芸作物は労力がとてもかかることを実感しました。タマネギは、10 aあたり 2万 2000

～3000本の苗を定植するため、水稲用に比べて精度の低い園芸用の機械は、定植後に手直しの手間が

かかり大変です。 

昨年はタマネギの収量が 2～3 t/10 aだったので、今後は目標収量 5 t/10 aを目指して、県の指導員と

連携した指導を図っていきたいと考えています。また JAが圃場準備から収穫、選別までの一貫した

機械化体系を確立し、作業労力の軽減を図れるように、機械のリース等の提案も今後していきたいと

思っています。 

－ 嬉しかったことは？ 

  生産者の方から感謝の言葉をいただいたことです！中でも、昨年新規でタマネギ栽培に取り組まれた

方からいただいた感謝の言葉が、最も印象に残っています。 

－ 今後の意気込みを教えてください！ 

  タマネギ作付けの普及を進め、生産者の所得アップや、JA販売高アップに繋げていきたいです。「販

路を広げたい」という農家さんの要望実現のために頑張ります！ 



 

－ 面積について 

水稲：約 7町  園芸：約 3町（うち、玉ねぎ：20 a） 

タマネギの苗は、自家栽培で播種から行っています。 

－ タマネギ栽培のきっかけ 

JAでタマネギの選別機や根切り機械があること、親族から選別機をレンタルできることが決め手

となり、タマネギ栽培を始めました。 

収穫したタマネギを保管する場所がないため、収穫以降は全量 JAへ出荷しています。 

－ JAとはどのように付き合っていますか？ 

米や園芸作物を主に出荷しています。タマネギ栽培では、人手が足りない時期に職員の方々がボラ

ンティアで作業に来てくださり、大変助かりました。 

－ どのような相談をしていますか？ 

今回、初めて極早生品種に取り組んだこともあり、主に栽培技術について相談しました。なるべく

農薬は使いたくないという思いがあるので、栽培について色々聞いています。 

－ JAグループに期待することを教えてください。 

生産者の手取り増加に向けて、タマネギの売り場の確保や、単価の高い時期に売れるように、今後

も努めていって欲しいです。相場に左右されない契約栽培の話も出ているそうなので、高く売れた

年には配当金を出すなどしていただけると助かります。 

名称が JA吉田郡から JA永平寺になることも含めて、五領タマネギの商標登録やアピールを、ぜ

ひお願いします！ 

－ TACに一言お願いします！ 

まめに顔を出していただき、とても感謝しています。特にタマネギ栽培では、県の方や南部主任か

らその都度アドバイスを頂け、安心して作ることができました。分からないことが聞けるので、と

ても助かっています。今後ともよろしくお願いします！ 

 

 

田植えでお忙しい中、JA吉田郡管内でタマネギ栽培に取り組

まれる椛山勇氏にお越しいただき、お話しを伺いました。 

椛山氏は兼業農家歴約 40年。現在は退職され、専業で農業を

3年ほどしていらっしゃいます。常時作業者は 2名、繁忙期には

親族に作業をお願いしているそうです。 

 ㊧ 椛山氏  ㊨ TAC南部氏 



 

 

JA敦賀美方梅選果場で、平成 28年度の福井梅初出荷セレモニ

ーが 6月 2日に開かれました。冒頭 JA敦賀美方の川崎専務より、

今年は天候に恵まれ果肉の付きが良かったものの、4月や 5月の強

風で梅の実が落ちたこともあり、出荷量としては平年よりやや少

ない 1000トンになるだろうと報告がありました。 

 

その後、福井青果や梅の里会館の担当職員より、今回新たに商

品化された福井梅の新品種「新平太夫」「福太夫」の PRを県内

外で図っていきたいとの意気込みが話されました。 

当日は、福井梅マスコットキャラクターの「ふくい梅じい」と

「わかさ梅ぼう」も登場し、会場の人たちと共に約 10 t の梅を

載せたトラックを見届けました。 

 

6 月 1 日・2 日の両日、大麦の主要な販売先の

実需者を参集して、民間流通連絡協議会（麦求評

会）が開催され、本県産大麦の評価や意見交換等

が行われました。 

 2 日目には、現地での研修を行い、収穫された

ばかりの 28 年産の大麦を見ながら、各実需者が

今年の出来具合を熱心に確認していました。 

 本年産は、暖冬と降雪が少なかったことから生育が早

まり、例年より一週間程度早い収穫時期となりました。

JAによると、収穫量は多いものの細麦傾向であるとのこ

とでした。                      

 実需者からは、福井県産の評価は概ね良好としながら、

毎年、高品質で安定した数量を確保して欲しいとの要望

が聞かれました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 5 月 30 日に経済連総合施設センターにて TAC担当部課

長会議が開かれました。県内 JA 担当部課長等 9 名をはじ

め、全農、組合員トータルサポートセンター、経済連が出

席し熱心な審議がなされました。 

議題として、全農 TAC 推進課三井氏より「全国におけ

る TAC活動状況について」、組合員トータルサポートセン 

ター牧野課長より「農業支援課業務の概要について」、担い手対策課志田部長より「平成 28年度 TAC活

動方針について」説明がありました。今年度より五連共通部署として組合員トータルサポートセンターが

設立されたこともあり、本課とサポートセンター及び JA との連携や、今年度の TAC 活動について、相

互に確認することができた会議となりました。 

6月 6日農業会館前にて、毎年恒例のふくい特

産市が開催されました。  

「ふくいのおいしい大集合！！」というテーマ

のもと、越のルビーをはじめ福井県の特色ある農

産物や、新商品「白ねぎラーメン」が販売されま

した。キッチンカー前では女性部による朝ごはん

の提供があり、道行く人たちにご飯や汁物が振る

舞われました。 

6日の農業会館に引き続き、JA第 1弾の特産

市が JA敦賀美方にて 11日に開催されました。

ファーマーズマーケットには開店前から長い行

列ができ、開店後の店内は多くの買い物客で溢れ

かえりました。 

外の会場では、タマネギの詰め放題や女性部に

よる朝ごはんの振る舞い、麦とろそばの試食など

様々なブースが立ち並び、子供から年配の方まで

楽しめる特産市となりました。 



 JA 福井県五連組合員トータルサポートセンターは、7 月 1 日経済連総合

施設センターで TAC担当研修会を開催いたしました。県内 TAC等 40名が

出席。 

研修では経済連米穀課岡出課長より「本県産米の米穀情勢について」、県

農業試験場高度営農支援課の山口主任より「稲作の昨年の反省と今後の管

理」、経済連園芸特産課大西課長より「園芸振興の情勢と方策について」説

明がありました。 

 また、JA 福井県信連より「業関連資金」の紹介があり、熱心にメ

モを取る職員の姿が見られました。 

さらに、担い手農家の経営支援に向けた「営農計画策定支援システ

ム」や「圃場管理システム」の案内等があり、TACが現在活用してい

るタブレットにも導入できないかなど積極的な意見もありました。 

研修会は年 4回を計画しておりますが、今後も担い手農家を多角的

に支援できるような内容にしてまいりたいと考えております。 







 


